
 

令和 3年度第 2回小牧市交通安全・防犯対策協議会 

 

日時 令和 3年 10 月 14 日(木) 午前 10 時～ 

場所 小牧市役所 本庁舎 6階 601 会議室 

 

 

  

1 報告 

(1) 小牧市における交通事故及び犯罪発生状況について 

 

 

 

(2)「交通安全」「防犯」ポスター・標語の選定について 
  ・ポスター作品、標語作品で「特別賞」各 5点・「入選」各 15 点を選定 

 

 

 

(3) 防犯関連の補助金の見直しについて 
  ・防犯対策補助金：個人の世帯が自宅に施す防犯カメラ等に対する補助制度 

(工事費等を含み、1世帯 1回限り、上限 1万円) 

 

 

 

  ・地域防犯カメラ：区が公共空間に対して防犯カメラを設置する際の補助制度 

(工事費等を含み、上限 20 万円) 

      

 

 

 

2 議題  自転車乗車用ヘルメットの普及等について 

 

 

 

 

 3 その他 

 ・交通安全シミュレーション「VR」体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 議題 自転車乗車用ヘルメットの普及等について 

 

 愛知県の「自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」が施行され、令和 3 年 10

月から自転車用ヘルメットの着用の努力義務化、損害賠償責任保険への加入の義務化が

始まりましたが、特にヘルメットの着用は、広く普及するには至っていない状況です。 

 

① 事故データについて 

 令和 2年全国の交通事故死者数：2,839 人 

 その内自転車乗車中の死者数 ：526 人 (約 18.5%) 

 頭部の損傷による死亡率   ：約 66％ 

 

② R2 市民調査（市民生活の現状についてのアンケート）の結果について 

・18 歳以上の 1763 名の調査結果(市民生活の現状についてのアンケート) 

設    問 
基準値 

(%) 
R1 年度 
実績(%) 

R2 年度
実績(%) 

13 あなたは、自転車を所有していますか？ 75.6 72.2 58.3 

13-1 
【設問 13 で「はい」と回答した方のみ】 
あなたは、外出先や自宅で自転車に鍵をかけていますか？ 

89.5 89.6 89.5 

13-2 
【設問 13 で「はい」と回答した方のみ】 
あなたは、自転車に乗るときにヘルメットを着用していますか？ 

－ － 6.1 

13-3 
【設問 13 で「はい」と回答した方のみ】 
あなたは、自転車損害賠償責任保険に加入していますか？ 

－ － 53.5 

   ※13-2,13-3 は今年度の調査から項目追加 

 

・小中学生対象の調査結果 

問 5 あなたは日常生活において、自転車に乗るときにヘルメットを着用していますか？ 

  

はい いいえ 合計

1,682人 853人 2,535人
66.4% 33.6%

852人 425人 1,277人

66.7% 33.3%
818人 419人 1,237人
66.1% 33.9%

1,188人 134人 1,322人

89.9% 10.1%
494人 719人 1,213人
40.7% 59.3%

全体

男

女

小5

中2
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③ 小牧市のヘルメット補助実績(令和 3年度分)について 

R3.9.24時点

区分 申請件数 補助金額 申請件数 補助金額

県補助対象 7歳～18歳 208 ¥445,000 内高校生 4 ¥8,000

65歳以上 38 ¥72,200

合計 246 ¥517,200

県補助対象外 合計 94 ¥178,100 内乳幼児 55 ¥100,200

総合計 合計 340 ¥695,300
 

 

 

 

④ 小牧市の広報活動の実績について(今年度分) 

 広報「こまき」において、ヘルメットの重要性・補助金の説明等を PR【別紙】 

 中部ケーブルテレビ及び小牧市公式ユーチューブチャンネルで、PR 動画の放映 

 9 月に図書館本館で交通安全・防犯の特集コーナーを実施 

 5 月に小牧工科高校において、下校時に啓発を実施し、ヘルメット等のチラシ・ 

を配布（あわせてツーロックの啓発を行った）   

                              
 

 

 

― ヘルメットの普及促進について ― 

ヘルメットの着用により、頭部損傷による死亡率は 4 分の 1 に減らすことができるそ

うです。一人でも多くの方にヘルメットを着用して貰える方策等について、審議をお

願いします。 
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工科高校の啓発の様子 


